
在
庫
調
整
に
も
と
づ
く
白
律
的
制
御
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て

（107）　在庫調整にもとづく自偉的制御メカニズムについて

は
じ
め
に

　
本
稿
の
目
的
は
、
最
近
の
著
作
宍
o
昌
巴
・
曽
胃
“
g
（
＆
。
）

≧
§
ミ
ぎ
○
§
ぎ
～
（
以
下
老
勺
o
と
賂
す
）
に
お
い
て
研
究

さ
れ
た
自
律
的
制
御
＜
晶
g
き
き
o
昌
言
〇
一
に
つ
い
て
、
特
に

そ
の
解
析
的
分
析
を
中
心
に
し
て
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
＞
目
弍
－
向
o
邑
旨
・
巨
昌
（
以
下
＞
向
と
略
す
）
で
は
、
新
古

典
派
一
般
均
衡
論
に
代
わ
る
、
一
経
済
シ
ス
テ
ム
一
般
理
論
の
概
念

的
枠
組
み
と
、
い
く
つ
か
の
稜
極
的
な
命
題
が
提
示
さ
れ
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
公
理
的
な
経
済
シ
ス
テ
ム
論
、
シ
ス
テ
ム
の
多
重

制
御
、
自
律
機
能
、
適
応
性
、
不
均
衡
と
い
う
よ
う
な
重
要
な
研

究
課
題
の
厳
密
な
検
討
は
、
今
後
の
「
展
望
的
研
究
プ
ラ
ン
」
と

し
て
残
さ
れ
て
い
た
。
コ
ル
ナ
イ
の
そ
の
後
の
研
究
は
、
こ
の
う

長
　
谷

部
　
　
勇

ち
不
均
衡
（
不
足
の
経
済
）
の
問
題
と
自
律
的
制
御
の
問
題
の
二

つ
の
大
き
な
流
れ
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
老
弔
O
は
こ

の
後
者
に
関
す
る
現
在
ま
で
の
到
達
点
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

オ
勺
O
で
は
、
＞
向
に
お
い
て
示
さ
れ
た
自
偉
的
制
御
に
関
す
る

諸
命
題
を
、
数
字
モ
デ
ル
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
理
論
的
な
検

討
を
加
え
、
さ
ら
に
は
自
律
機
能
よ
り
も
上
位
の
制
御
メ
カ
ニ
ズ

ム
に
つ
い
て
の
分
析
も
行
い
、
そ
れ
ら
の
間
の
比
較
が
行
な
わ
れ

て
い
る
。

　
本
稿
で
は
最
も
下
位
レ
ベ
ル
で
あ
る
自
偉
的
制
御
を
対
象
と
し

て
、
ま
ず
そ
の
概
念
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
で
、
基
本
的
な
数
学

モ
デ
ル
と
考
え
ら
れ
る
コ
ル
ナ
ィ
・
マ
ル
ト
シ
ュ
モ
デ
ル
と
ダ
ン

チ
．
フ
ニ
ャ
ー
デ
ィ
・
シ
バ
ー
ク
モ
デ
ル
を
取
り
．
上
げ
て
、
そ
れ

ら
の
解
析
的
構
造
に
焦
点
を
あ
て
た
検
討
を
行
う
。
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一橋論叢　第．90巻　第2号　（108）

　
コ
ル
ナ
イ
ら
の
分
析
の
特
徴
の
第
一
は
、
シ
ス
テ
ム
は
目
的
関

数
の
最
適
化
を
達
成
す
る
よ
う
制
御
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
現
実

に
観
察
可
能
な
標
準
指
標
自
o
H
目
を
目
標
に
し
た
制
御
が
行
な
わ

れ
る
と
み
な
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
シ
ス
テ
ム
の
現

実
的
な
機
能
分
析
を
め
ざ
す
コ
ル
ナ
イ
の
一
貫
し
た
特
徴
で
あ
る
。

そ
の
第
二
の
特
徴
は
、
従
来
の
研
究
で
は
価
格
調
整
モ
デ
ル
は
分

権
的
で
あ
り
、
非
価
楕
調
整
は
集
権
的
で
あ
る
と
い
う
二
分
法
が

暗
黙
の
う
ち
に
存
在
し
．
て
い
た
の
に
対
し
、
非
価
椿
調
整
で
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

も
分
権
的
で
も
あ
る
モ
デ
ル
を
提
示
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
第
三

は
、
こ
の
よ
う
な
分
権
シ
ス
テ
ム
を
記
述
す
る
用
呉
と
し
て
、
現

代
的
な
制
御
理
論
を
応
用
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
制
御
理
論
は
6
0

年
代
に
は
い
る
と
、
ポ
ン
ト
リ
ャ
ー
ギ
ン
の
最
大
原
理
の
登
場
に

よ
っ
て
、
一
入
九
一
出
カ
形
式
の
伝
達
関
数
を
中
心
に
し
た
も
の

か
ら
、
多
入
カ
多
出
カ
形
式
の
状
態
空
閲
表
示
が
主
流
を
占
め
る

よ
う
に
な
り
、
現
代
的
制
御
理
論
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

各
企
業
と
各
消
費
者
の
分
権
的
、
非
集
計
的
な
状
態
は
、
こ
の
状

態
空
間
表
示
に
よ
っ
て
詳
細
に
記
述
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。
　
そ
れ
ゆ
え
本
稿
で
も
、
制
御
理
論
の
概
念
や
定
理
を
応
用
し
て

分
析
を
行
う
が
、
そ
れ
ら
の
定
義
、
証
明
は
補
論
と
し
て
要
約
し

　
　
＾
2
）

て
お
い
た
。

　
（
1
）
　
過
去
に
お
い
て
制
御
理
論
を
応
用
し
た
研
究
と
い
え
ぱ
、
集
計

　
　
的
な
マ
ク
ロ
の
間
題
で
あ
っ
た
（
た
と
え
ぱ
H
自
m
庄
目
［
占
）
。

　
（
2
）
　
以
下
で
用
い
ら
れ
る
特
殊
記
号
は
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
る
。

　
　
　
異
弔
（
s
）
－
－
、
（
軸
1
－
N
．
N
H
0
0
：
：
：
）
し
H
i
一
』
、
｝
、
一
⇒
遵
』
艸

　
　
　
汀
貢
さ
λ
“
7
ミ
｝
θ
賛
醜
一
合
〉
一
λ
“
プ
寺
｝
サ
Ψ
サ
か
塗

　
　
　
連
茸
き
全
“
ぎ
一
軸
遵
』
糾
汁
冨
“
－
λ
、
こ
、
｝
θ
湘
雑
一

　
　
雨
、
甚
禽
λ
“
こ
ざ
－
1
－
［
一
ト
・
…
・
・
H
］
、
一
糠
撃
λ
“
〒
・
5
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵯
曽

　
　
　
蝕
禽
弍
寧
Q
一
曳
口
λ
“
こ
、
と
艸
叱
。
哉
峯
～
1
－
剖
（
薄

　
　
　
ヰ
）
一
』
台
（
h
）
1
1
白
（
｝
十
H
）
1
s
（
い
）
（
脇
ヰ
）

自
偉
的
制
御
メ
カ
ニ
ズ
ム

　
自
律
的
制
御
と
は
、
＞
目
に
お
け
る
定
義
に
よ
れ
ぱ
、
経
済
シ

ス
テ
ム
の
実
物
過
程
の
単
純
な
反
復
に
関
連
し
て
お
り
習
慣
的
決

定
が
そ
の
機
能
を
制
御
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
自
律
的
機
能
に

関
連
し
た
情
報
の
構
造
は
相
対
的
に
単
純
で
、
主
に
非
価
格
情
報

（
た
と
え
ば
在
庫
、
注
文
）
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
一
例
を
あ

げ
る
と
、
企
業
に
過
剰
な
製
品
在
庫
が
あ
れ
ぱ
生
産
水
準
を
下
げ
、

逆
に
在
庫
不
足
な
ら
ば
上
げ
る
と
い
う
こ
と
が
、
価
格
調
整
や
計

画
当
局
か
ら
の
指
令
に
よ
ら
ず
自
律
的
に
行
な
わ
れ
る
と
い
う
ヒ

．
と
で
あ
る
。
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（109）在庫調整にもとづく自律的紺御メカニズムについて

第1表 制御メカニズムの特徴

価　　　格指　　　令
メカユズム　メカニズム

自偉的制御メカニズム

在庫信号 売り手と買い手の直結

　　　　　　分散的集中的分散的分　散　的
　　　　　すぺての売り
組　　　織　　手と買い手の　ヒエラルヒー　組織内部で生　一組の売り手買い手間

　　　　　共通活動の縞　的　　　　　　起　　　　　　の排他的結合

　　　　　果

情報構造：
　　　　　　価　　　格主要情報類型

下方への指令

上方への報告 在庫信号
需要と（生産）可能性

についての直接憎報

㌶㍗膿芸；指令一遂行驚簑；投簑二τ寺㌶鴛

生産者の動機利潤・増加規偉・指令遂機能すなわち企業の生き残りや円滑な

　　　　　　　　　　　　行への関心　　運営との一体化

（出所〕Kom帥一M趾tos［3コP．62．

　
オ
勺
O
で
は
、
制
御
が
自
律
的
で
あ
る
場
合
の
経
済
シ
ス
テ
ム

の
特
徴
を
次
の
よ
う
に
厳
密
に
規
定
す
る
。
ω
各
組
織
の
実
物
プ

ロ
セ
ス
は
、
組
織
自
身
に
よ
っ
て
の
み
測
定
さ
れ
る
（
内
部
的
観

測
）
。
ω
情
報
は
個
々
の
組
織
内
で
処
理
さ
れ
、
組
織
間
に
お
け

る
情
報
の
伝
達
は
存
在
レ
な
い
（
非
相
互
通
信
性
）
。
㈲
制
御
に

関
す
る
情
報
は
、
実
物
組
織
の
制
御
単
位
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
る

（
孤
立
性
）
。
し
た
が
っ
て
、
シ
ス
テ
ム
内
に
は
計
画
当
局
の
よ
う

に
専
門
的
に
制
御
を
行
う
組
織
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
よ
う
な
特

徴
を
も
つ
自
律
的
制
御
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
価
椿
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
指
令

メ
カ
ニ
ズ
ム
と
比
較
し
た
の
が
第
－
表
で
あ
る
。

＝
　
自
偉
的
制
御
の
一
般
モ
デ
ル

　
自
律
的
制
御
は
、
自
動
制
御
理
論
で
い
う
と
こ
ろ
の
フ
ィ
ー
ド

バ
ヅ
ク
制
御
の
一
種
と
考
え
ら
れ
る
。
（
フ
ィ
ー
ド
バ
ヅ
ク
制
御

に
つ
い
て
は
補
論
一
参
照
。
）
す
な
わ
ち
、
在
庫
調
整
に
も
と
づ

く
自
律
的
制
御
の
場
含
は
、
生
産
者
の
製
品
在
庫
や
原
材
料
在
庫
、

消
費
者
の
消
費
財
在
庫
な
ど
が
制
御
変
量
に
、
標
準
在
庫
指
標

目
o
コ
昌
一
黒
o
鼻
が
目
標
信
号
に
、
最
終
消
費
が
外
部
効
果
に
相

当
す
る
。
で
は
、
在
庫
に
も
と
づ
く
自
律
的
制
御
メ
カ
ニ
ズ
ム
の

動
学
的
決
定
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
記
述
し
よ
う
。
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一橘論叢 第90巻 隻薔2号　　（110）

第1図 各変数の連関図

（阜茎鮎；謙原欝牛）

第1生産者

軌1
　　z．1．1

『1． 第1滴費老
j＝I．1

s．1．一1
x．一．一

z．“

㎝
ω

z．I．1
X．1．1

第2消搬詣

K．。．，

　
－
　
－

　
・
1
－
1
■
1
．
1
I
．
・
1
■
1
‘
1
．
I
I
・
－
■
1
－
．
．
1
．
■
－
L

　
　
s、
「
直

s．1．一

一一一・一1第2生産老

　
経
済
シ
ス
テ
ム
に
は
肌
個
の
稀
少
な
第
一
次
資
源
、
冊
個
の
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

産
物
、
〃
人
の
消
費
者
、
十
人
の
生
産
者
（
但
し
第
0
生
産
者
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
w

自
然
で
、
「
無
」
か
ら
第
一
次
資
源
を
「
生
産
」
す
る
も
の
と
す

る
）
が
存
在
す
る
想
定
す
る
。
変
数
は
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
る
。

　
的
－
、
1
生
産
物
の
丑
生
産
者
の
製
品
在
庫
（
o
1
－
ガ
≧
』
1
－
箏
）

　
’
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
り
：
．
1
生
産
物
の
丑
生
産
者
の
原
材
料
在
庫
（
｛
“
ポ
宍
㌧
1
－

箏
）
脇
…
庖
資
源
の
．
也
生
産
者
在
庫
（
｛
1
1
司
ぎ
1
－
ヨ

仰
：
3
生
産
物
の
．
也
消
費
者
在
庫
（
｛
…
員
㌧
1
1
箏
）
仰
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
店

．
1
生
産
物
の
．
丑
生
産
者
の
生
産
量
（
｛
“
員
㌧
1
1
箏
）
～
三

あ
生
産
者
か
ら
の
．
J
生
産
物
の
．
也
生
産
者
購
買
量
（
｛
…
司
㌧

　
　
　
　
　
　
　
店

1
1
箏
却
＾
司
）
ψ
…
ゐ
生
産
者
か
ら
の
3
生
産
物
の
．
君
消
費

　
　
　
　
　
　
　
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
此

者
購
買
量
（
｛
1
1
司
㌧
1
－
箏
却
1
－
司
）
肋
－
此
生
産
者
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∫

の
1
色
生
産
者
へ
の
ん
資
源
移
転
量
（
軋
1
1
司
キ
ー
1
司
討
1
1
■

副
）
伽
…
ゴ
生
産
物
の
丑
生
産
者
消
費
（
軋
H
司
㌧
1
1
箏
）

ん
…
生
産
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
尻
資
源
の
．
也
生
産
者
ス
ト

ッ
ク
部
分
（
｛
1
－
司
討
1
ー
ヨ
）
物
－
．
3
生
産
物
の
．
丑
消
費
者

の
消
費
（
｛
H
司
㌧
■
箏
）
　
仰
：
シ
ス
テ
ム
全
体
に
お
け
る

危
資
源
量
（
討
1
1
箏
）

　
こ
れ
ら
の
う
ち
～
と
伽
は
外
生
変
数
で
、
そ
れ
以
外
は
す
べ
て

内
生
変
数
で
あ
る
。
各
変
数
の
連
関
は
複
雑
で
あ
る
が
、
§
（
癖

詰
）
1
ー
ゲ
富
（
時
煕
曹
）
H
“
宍
（
峠
瞬
埠
）
1
1
少
ミ
（
義
灘
弗
）
1
－
N

の
場
合
の
第
一
生
産
者
と
第
一
消
費
者
を
中
心
に
み
た
連
関
を
示

せ
ぱ
第
一
図
の
よ
う
に
な
る
。

　
さ
ら
に
次
の
仮
定
を
お
く
。
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（111）　在庫調整にもとづく白偉的制御メカニズムについて

　
〈
仮
定
〉

㈲
時
間
冊
o
に
お
い
て
各
変
数
は
徴
分
可
能
。
初
期
値
は
た
と

え
ぱ
～
“
§
㌔
の
よ
う
に
表
わ
す
。

ω
縞
合
生
産
な
し
（
ξ
w
o
）
。

ω
資
源
は
生
産
さ
れ
な
い
（
ト
ヨ
w
o
）
。
ま
た
摩
耗
せ
ず
、
そ
の
増

減
は
第
0
生
産
者
（
自
然
）
の
在
庫
を
変
化
さ
せ
る
。

㈹
財
の
品
質
は
同
質
。
需
給
が
一
致
し
て
い
る
場
合
、
そ
れ
ら
の

出
会
い
を
保
証
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
存
在
し
て
い
る
と
仮
定
す

る
o

　
ま
ず
、
原
材
料
と
資
源
の
投
入
関
数
は
、

　
　
（
H
）
　
軋
ξ
1
1
阜
×
ぎ
、
§
…
、
葦
い
）

　
　
（
N
）
　
ト
旨
n
S
苛
（
『
害
、
§
…
、
｛
畠
し
）

と
な
る
。
各
在
庫
と
資
源
の
バ
ラ
ン
ス
方
程
式
は
、

（　　　（　　　（
｝　　　阜　　　ω
）　　　）　　　）

§　ヌ　ぎ
ll　ll　II
亘咋亘昨ミ
o．　　　　1
ξぎ工昨
£　1　5』　　　＆　　　｛

　　㌧　　1
　　　互昨
　　　　ぎ

　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
　
（
α
）
　
専
詳
1
I
M
一
ξ
彗
　
　
（
｛
非
o
）

　
　
　
　
　
　
　
詳
1
－
目

　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
　
（
N
）
　
自
冒
1
1
M
］
亀
§

　
　
　
　
　
　
＾
一
〇

　
　
（
o
o
）
　
5
ミ
ー
1
1
5
§
皇
§
1
I
l
ξ
§

と
な
る
。
生
産
と
購
買
に
関
す
る
行
動
ル
ー
ル
は
、
消
費
と
在
庫

の
関
数
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
　
・

（
o
）

（
昌
）

（
旨
）

（
竃
）

弓
斗
§
雌
ぎ
・
眺
§
・
］

ミ
】
5
ミ
H
さ
㌧
［
き
、
昏
㌧
］

詐
い
、

脳
、
§
、
（
・
、
［
§
ミ
包

ミ
】
皇
§
H
q
§
［
§
§
s
己

帝
一
〇

（
茅
◎
）

と
な
る
。
行
動
ル
i
ル
に
は
他
の
生
産
者
や
消
費
者
か
ら
の
惜
報

が
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
自
偉
的
制
御
の
非
相
互
通
信
性

と
孤
立
性
を
表
現
し
て
い
る
。

　
方
程
式
ω
～
胸
に
よ
っ
て
自
律
的
制
御
の
一
般
モ
デ
ル
が
構
成

さ
れ
る
。
次
に
、
こ
の
制
御
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
特
性
に
つ
い
て
検
討

し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
制
御
理
論
で
は
、
制
御
の
良
し
悪
し
を
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様
々
な
観
点
か
ら
評
価
す
る
が
、
シ
ス
テ
ム
の
安
定
性
の
吟
味
は

そ
の
基
本
的
な
評
価
規
準
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
シ
ス
テ
ム
の
解
が

終
局
的
に
あ
る
特
定
の
状
態
の
近
傍
に
と
ど
ま
る
か
ど
う
か
を
示

す
概
念
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
安
定
性
と
い
う
こ
と
を
リ
ア
プ
ノ

フ
の
意
味
で
定
義
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
シ
ス
テ
ム
の
解
が
有
界

　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、

で
な
い
な
ら
ば
不
安
定
、
解
が
有
界
な
ら
ぱ
安
定
と
呼
び
、
解
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

有
界
で
‘
を
無
眼
大
に
す
る
時
ゼ
ロ
に
近
づ
く
な
ら
ぱ
漸
近
的
安

、定
と
呼
ぷ
。
　
　
　
　
　
　
　
、

　
安
定
性
の
次
に
検
討
さ
れ
る
の
が
存
続
可
能
性
く
寅
巨
ξ
で

あ
る
。
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
制
御
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
従
っ
て
作
動
す
る

場
合
、
少
な
く
と
も
そ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
「
生
き
る
」
と
い
う
条

件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
、
た
と
え
ぱ
、
シ
ス
テ
ム
の
状

態
変
数
が
負
に
な
っ
た
り
制
約
条
件
を
満
た
さ
な
く
な
る
場
合
、

そ
の
シ
ス
テ
ム
は
現
実
性
を
失
な
い
存
続
す
る
こ
と
が
不
可
能
に

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
あ
る
制
御
メ
カ
ニ
ズ
ム

が
、
シ
ス
テ
ム
の
存
続
を
維
持
し
な
が
ら
制
御
機
能
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
る
の
か
ど
う
か
が
制
御
の
評
価
規
準
と
な
る
。
こ
れ
を

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

存
続
可
能
性
と
い
い
、
先
の
一
般
モ
デ
ル
に
お
い
て
は
、

　
　
（
ご
）
　
ミ
ニ
§
一
、
§
§
§
s
§
w
g
s
§
w
、
旨
　
（
｛
北
o
）

が
そ
の
条
件
で
あ
る
。

　
自
律
的
制
御
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
、
安
定
性
や
存
続
可
能
性
規
準
を

満
た
す
も
の
で
あ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
は
、
一
般
モ
デ
ル
を
特
定
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
．
い
。
以

下
で
は
、
そ
れ
を
レ
オ
ン
チ
ェ
フ
型
に
特
定
化
し
、
連
続
時
間
型

と
離
散
時
間
型
の
場
合
に
分
け
て
検
討
す
る
。

三

レ
ォ
ン
チ
ェ
フ
型
の
連
続
モ
デ
ル

　
ー
コ
ル
ナ
イ
・
マ
ル
ト
シ
ュ

モ
デ
ル
ー

　
コ
ル
ナ
イ
と
マ
ル
ト
シ
ュ
は
、
一
般
モ
デ
ル
を
レ
オ
ン
チ
ェ
フ

型
に
特
定
化
し
、
連
続
時
肝
の
も
と
で
検
討
し
た
。
（
こ
の
モ
デ

ル
は
二
人
の
頭
文
字
よ
り
㎜
モ
デ
ル
と
呼
ば
れ
る
一
。
こ
の
モ
デ

ル
に
は
、
制
御
を
示
す
行
動
ル
ー
ル
の
相
異
に
応
じ
て
、
穴
呂
I
H

モ
デ
κ
と
■
呂
－
N
モ
デ
ル
と
い
う
二
つ
の
バ
リ
ア
ン
ト
が
あ
る
。

前
者
は
後
者
の
分
析
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
内
呂
I

N
モ
デ
ル
を
主
に
取
り
上
げ
て
検
討
す
る
。
　
　
　
　
。

　
次
の
仮
定
を
㈲
～
㈹
に
追
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
シ
ス
テ
ム
を

特
定
化
す
る
。

㈲
変
数
は
す
べ
て
確
定
的
で
あ
る
。

㈹
唯
一
の
消
費
者
（
ミ
n
－
）
。
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㈲
経
済
の
実
物
域
は
レ
オ
ン
チ
ェ
フ
型
で
あ
る
。

　
川
稀
少
な
一
次
資
源
は
存
在
し
な
い
（
§
H
o
）
。

　
㈹
第
．
丑
生
産
物
は
第
｛
生
産
者
に
よ
っ
て
の
み
生
産
さ
れ
る

　
（
さ
1
－
3
。

　
㈹
投
入
は
生
産
水
準
に
比
例
す
る
（
鼻
“
1
ー
ト
』
～
）
。

㈹
』
（
甘
）
H
［
」
ξ
（
叶
）
］
は
非
負
で
、
h
w
o
で
連
続
か
つ
徴
分
可
能

で
、
そ
の
フ
ロ
ベ
ニ
ウ
ス
根
は
1
よ
り
小
。

ω
初
期
の
生
産
〆
は
維
持
可
能
彗
卑
辻
畠
巨
o
で
あ
る
（
㌔
1

㌧
o
㌔
V
o
）
。

ω
消
費
関
数
～
は
、
十
分
ω
目
彗
。
一
。
鼻
で
あ
る
。

、
三
ぎ
・
T
。
－
㌢
。
・
自
－
・
百
一

㈹
初
期
在
庫
は
正
で
あ
る
（
§

、
ξ
〇
一
§
㌔
V
o
）
。

（
～
o
）

　
す
る
と
内
峯
－
N
モ
デ
ル
の
バ
ラ
ン
ス
方
程
式
は
次
の
よ
う
に

　
　
　
　
＾
1
）

特
定
化
さ
れ
る
。

　
　
（
掌
）
　
藺
”
『
ー
ぺ
－
－
軸

　
　
（
ご
）
　
斗
…
K
l
杜
〈
・
〉
　
　
　
　
1

　
　
（
ま
）
　
S
l
l
軸
l
o

　
，
q
・
ザ
・
、
ω
を
そ
れ
ぞ
れ
の
変
数
に
対
応
す
る
標
準
在
庫
指
標

　
　
　
　
　
（
2
）

■
O
昌
量
一
㎝
ざ
艮
と
し
、
易
と
①
を
第
・
丑
生
産
者
の
制
御
バ
ラ
メ

ー
タ
と
し
、
そ
れ
ら
を
要
索
と
す
る
対
角
行
列
を
月
、
0
と
す
る
。

制
御
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
示
す
行
動
ル
ー
ル
は
次
の
よ
う
に
セ
ヅ
ト
さ

れ
る
。

　
　
（
ミ
）
　
ヤ
ー
1
旨
十
“
－
竃
S
＋
q
（
蛯
、
1
邊
）

　
　
（
ε
吋
1
i
矢
、
〉
十
矢
・
v
ふ
き
寸
十
〇
冊
（
「
、
－
ぺ
）

　
　
（
岩
）
　
“
■
～
1
N
■
Q
§
十
Q
旧
（
§
、
1
§
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
）

こ
こ
で
㎞
1
l
o
と
お
け
ぱ
肉
竃
1
N
モ
デ
ル
が
得
ら
れ
る
。
宍
竃

－
～
モ
デ
ル
は
、
（
ぎ
帖
十
ぎ
）
本
の
ス
カ
ヲ
ー
方
程
式
と
同
数
の

未
知
数
を
有
す
る
線
型
微
分
方
程
式
か
ら
成
っ
て
い
る
。
係
数
行

列
は
正
で
あ
る
の
で
、
叶
1
l
o
に
お
い
て
o
“
ミ
、
〇
一
き
S
〇
二
〇
と

い
う
一
意
解
を
も
つ
。

　
で
は
次
に
安
定
性
の
分
析
を
行
な
お
う
。
連
続
型
の
線
型
シ
ス

テ
ム
に
お
け
る
安
定
性
規
準
は
一
般
に
次
の
よ
う
に
定
式
化
さ
れ

る
（
補
論
二
参
照
）
。

　
〈
補
題
一
〉

　
シ
ス
テ
ム
行
列
ア
の
固
有
値
が
す
べ
て
異
な
る
な
ら
ぱ
、

ω
固
有
値
の
う
ち
少
な
く
と
も
一
つ
が
正
の
実
部
を
も
つ
な
ら
ぱ
、

シ
ス
、
テ
ム
は
不
安
定
で
あ
る
。

2〃
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㈹
す
ぺ
て
の
固
有
値
が
負
の
実
部
を
も
つ
な
ら
ぱ
、
シ
ス
テ
ム
は

漸
近
的
安
定
で
あ
る
。

㈹
す
ぺ
て
の
固
有
値
が
非
正
の
実
部
を
も
つ
な
ら
ぱ
シ
ス
テ
ム
は

安
定
で
、
ぜ
口
の
実
部
を
も
つ
も
の
が
存
在
す
れ
ば
漸
近
的
安
定

で
な
い
安
定
で
あ
る
。

　
補
題
一
に
よ
れ
ぱ
、
シ
ス
テ
ム
の
安
定
性
は
、
シ
ス
テ
ム
行
列

の
固
有
値
の
性
質
に
依
存
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
は
製
品

在
庫
量
9
を
例
に
と
っ
て
検
討
し
よ
う
。
ω
を
徴
分
し
て
㈹
に
代

入
し
、
第
．
担
生
産
者
に
注
目
し
て
整
理
す
れ
ぱ
、

　
　
（
8
）
3
1
1
1
竃
も
き
1
Q
㌔
§
十
Q
㌔
e
、

を
得
る
。
シ
ス
テ
ム
の
状
態
変
数
と
し
て

　
　
　
　
　
自
1
－
［
§
曾
］
、

シ
ス
テ
ム
行
列
と
し
て
、

工
■
ギ
ー
ギ
」

を
と
れ
ぱ
、
偉
Φ
は
次
の
よ
う
な
標
準
形
に
な
る
。

§
一
†
隼
・
冊
冒

ま
た
シ
ス
テ
ム
行
列
p
の
固
有
値
を
λ
と
お
け
ぱ
、

　
　
（
§
）
　
㌧
H
1
専
P
1
＋
く
無
δ
㌦
－
Q
㌦

で
あ
る
。

　
ま
ず
由
…
o
と
し
た
六
峯
－
一
モ
デ
ル
の
場
合
を
考
察
し
よ

う
。
鯛
よ
り
固
有
値
を
求
め
れ
ば
、

　
　
（
8
）
　
㌧
1
1
1
＋
｝
9

と
な
り
、
実
部
は
ゼ
ロ
と
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
補
題
一
㈹
よ

り
次
の
こ
と
が
成
り
立
つ
。

〈
命
題
一
〉

宍
胃
I
H

モ
デ
ル
は
漸
近
的
安
定
で
な
い
安
定
で
あ
る
。

そ
の
一
般
解
は
、
行
列
表
示
を
す
れ
ぱ
次
の
よ
う
な
形
に
な
る
。

　
　
（
塞
）
　
邊
1
1
邊
。
十
（
8
ω
9
）
（
㌔
－
喧
讐
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
〕

　
　
　
　
　
　
十
Q
，
一
（
ω
ま
9
）
（
㌔
1
、
－
1
“
o
）

　
凶
に
お
い
て
8
ω
9
と
餉
ぎ
9
を
合
成
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
q
は
一
定
の
振
幅
の
周
期
関
数
と
な
り
、
漸
近
的
安
定
で

な
い
安
定
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
h
旨
1
N
モ
デ
ル
の
場
合
は
、
一
専
一
州
一
に
分
け
て
考
察
し
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
。

㈲
豆
し
V
H
の
ケ
ー
ス
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こ
の
場
合
、
固
有
値
2
は
実
数
と
な
る
。
補
題
一
よ
り
、
安
定

で
あ
る
た
め
の
条
件
は
、

　
　
（
豊
）
　
1
卓
P
1
＋
P
ヨ
帆
o

で
あ
る
。
一
般
に
P
V
o
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
㈲
を
満
た
す

領
域
は
、

　
　
（
N
①
）
　
曳
＾
V
－

で
あ
る
。
こ
の
と
き
q
の
一
般
解
は
、
b
l
p
ヨ
と
お
け

ぱ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
H

　
　
（
S
心
1
1
自
、
十
刊
、
宙
。
、
る
、
、
才
1
、
、
）
（
邊
自
－
邊
、
）

　
　
　
　
　
　
十
（
㌔
＾
1
雨
．
皇
）
b
．
－
［
『
自
I
K
目
－
1
㌔

　
　
　
　
　
　
十
由
Q
（
㌔
1
唱
冊
）
］
｝

と
な
り
、
｝
↓
8
な
ら
ぱ
①
1
由
。
。
↓
o
と
な
る
の
で
、
非
周
期
的

な
漸
近
的
安
定
で
あ
る
。

ω
一
百
㌧
〈
－
の
ケ
ー
ス

　
固
有
値
は
複
素
数
と
な
っ
て

　
　
（
8
）
　
㌧
刮
－
鼻
P
1
＋
δ
｛
勾

と
な
る
。
こ
の
と
き
、
補
題
一
よ
り
安
定
で
あ
る
た
め
の
条
件
は
、

実
部
が
非
正
と
な
れ
ぱ
よ
い
か
ら
、

　
　
（
旧
o
）
　
－
由
｝
9
帆
o

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
㈲
を
満
た
す
助
の
領
域
は
、

　
　
（
ω
o
）
　
o
〈
b
｛
〈
H

で
、
こ
の
と
き
勿
は
漸
近
安
定
と
な
る
。
こ
の
場
合
の
q
の
一
般

解
は
、
鼻
1
I
P
勾
と
お
け
ぱ
、

　
　
（
胃
）
　
旧
“
邊
、
十
⑯
1
由
。
、
｛
（
8
ω
鼻
）
（
書
－
喧
．
）

　
　
　
　
　
　
　
十
b
、
、
（
蜆
巨
鼻
）
［
『
。
1
、
自
－
1
8

　
　
　
　
　
　
　
＋
由
Q
（
㌔
1
由
、
）
］
｝

と
な
り
、
㈹
が
成
り
た
て
ば
、
周
期
的
な
漸
近
的
安
定
で
あ
る
こ

と
が
確
め
ら
れ
る
。

ω
一
民
」
1
1
－
の
ケ
ー
ス

　
こ
れ
は
、
固
有
値
が
重
根
と
な
る
ケ
ー
ス
で
、
コ
ル
ナ
イ
と
マ

ル
ト
シ
ュ
で
は
除
外
さ
れ
て
い
る
。
補
題
一
か
ら
は
安
定
性
条
件

を
導
け
な
い
の
で
、
一
般
解
を
求
め
て
か
ら
、
安
定
性
条
件
を
吟

味
し
よ
う
。

　
固
有
値
は
、
寧
“
1
＋
H
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ

　
　
（
竃
）
　
～
H
P
ま
た
は
㌧
1
－
I
P

と
な
る
。
す
る
と
吻
の
一
般
解
は
、

　
　
（
簑
）
　
o
1
1
邊
。
十
Φ
．
o
、
尽
o
I
灼
、
十
［
㌔
－
、
－
1
“
o

　
　
　
　
　
　
＋
Q
（
㌔
1
邊
。
）
］
＄
　
　
（
専
…
H
）

　
　
（
呂
自
1
1
o
、
十
、
一
㌔
－
自
、
十
［
『
百
1
、
干
㌔
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第2図KM－2モデルの安定領域

　　　　　　　　嗣期的安定
　　　　　　　　B，昌1を含む）

≡周期的安定

1（8、昌0を含む〕

思

義㌫竃
→

　
　
　
　
　
　
－
Q
（
㌔
1
亀
廿
）
］
＄
　
　
（
専
H
I
一
）

と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
P
V
o
で
あ
る
か
ら
、
車
H
一
な
ら
ぱ

非
周
期
的
な
漸
近
安
定
、
運
1
－
1
一
な
ら
ぱ
非
周
期
的
な
不
安
定

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
以
上
を
ま
と
め
れ
ば
次
の
命
題
を
得
る
。

－
〈
命
題
二
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
肉
旨
1
N
モ
デ
ル
は
、
バ
ラ
メ
ー
タ
を
適
当
に
と
れ
ば
漸
近
的

安
定
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
阜
w
H
な
ら
ば
非
周
期
的
漸
近
的
安

定
、
o
〈
些
く
H
な
ら
ば
周
期
的
漸
近
的
安
定
と
な
る
。

　
こ
れ
を
座
標
を
用
い
て
領
域
で
示
せ
ぱ
第
2
図
の
よ
う
に
な
る
。

　
〈
命
題
一
〉
、
〈
命
題
二
〉
は
、
q
だ
け
で
な
く
7
．
ω
．
γ
．

γ
・
2
に
つ
い
て
も
成
立
す
る
こ
と
は
同
様
の
方
法
を
用
い
て
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
存
続
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
次
の
命
題
が
成
り
立
つ
。

〈
命
題
三
V

　
叶
w
o
の
止
き
す
べ
て
の
．
丑
に
対
し
て

　
　
§
き
・
T
。
－
必
ξ
。
千
土
一
㌻
一
’

を
成
り
立
た
せ
る
的
が
存
在
す
る
な
ら
ぱ
、
シ
ス
テ
ム
の
存
続
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
）

可
能
に
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
が
存
在
す
る
。

　
（
ユ
）
　
以
上
の
特
定
化
に
よ
り
一
般
モ
デ
ル
に
お
け
る
∫
パ
”
・
8
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
比
　
　
　
此

　
　
捨
象
さ
れ
る
。
ま
た
さ
1
ー
ミ
と
お
い
た
こ
と
に
よ
り
、
～
と
物
に

　
　
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
～
、
物
と
な
る
。
さ
ら
に
ミ
ー
－
－
と
し
た
の

　
　
で
｛
の
区
別
は
必
要
な
い
の
で
、
～
と
物
は
そ
れ
ぞ
れ
q
、
勾
と

　
　
な
る
。
そ
し
て
以
下
で
は
、
添
字
の
な
い
変
数
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ク

　
　
ト
ル
又
は
行
列
を
表
わ
す
も
の
と
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
（
2
）
　
こ
こ
で
標
準
在
庫
指
標
と
は
、
現
実
の
プ
ロ
セ
ス
で
観
察
ぎ
松

　
　
㌃
統
計
的
平
均
値
を
さ
す
。
■
O
H
昌
邑
と
い
っ
て
も
、
「
望
ま
し
い
」

　
　
水
準
を
意
味
し
な
い
こ
と
に
注
意
す
ぺ
き
で
か
る
竈
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（11ア）　在塵調整にもとづく自律的制御メカニズムについて

（
3
）
　
制
御
理
論
で
は
伝
達
関
数
の
特
性
に
応
じ
て
、
比
例
制
御
（
P

　
制
御
）
、
徴
分
制
御
（
刀
制
御
）
、
積
分
制
御
（
1
制
御
）
な
ど
に
区

　
分
す
る
が
、
こ
れ
に
従
え
ぱ
、
宍
旨
1
H
モ
デ
ル
は
1
制
御
、
宍
峯

　
1
N
．
モ
デ
ル
は
〃
制
御
と
い
え
る
。

（
4
）
　
具
体
的
な
解
を
求
め
る
場
合
は
、
補
論
二
の
よ
う
な
一
般
解
は

　
あ
ま
り
有
効
で
な
く
、
ラ
プ
ラ
ス
変
換
を
用
い
た
方
が
便
利
で
あ
る
。

　
そ
の
手
法
に
つ
い
て
は
醐
の
3
章
参
照
。
尚
、
以
下
の
式
に
現
わ
れ

　
る
o
o
蜆
9
一
m
ま
9
一
耐
s
は
、
o
o
蜆
o
§
昌
目
9
冒
㌔
豊
を
成
分
と
す

　
る
対
角
行
列
を
意
味
す
る
。

（
5
）
　
た
と
え
ぱ
、

　
　
㌣
ユ
“
5
1
－
5
ミ
ー
－
呉
寧
帆
罰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
十
£

　
な
ら
ぱ
存
続
可
能
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
。

四

　
レ
ォ
ン
チ
ェ
フ
型
の
離
散
モ
デ
ル

ー
ダ
ン
チ
・
フ
ニ
ヤ
ー
デ
ィ
・
シ
バ
ー
ク
モ
デ
ル
ー

　
U
彗
g
－
目
昌
遠
皇
－
望
く
簿
ら
が
肉
旨
モ
デ
ル
を
離
散
型
に

修
正
し
た
モ
デ
ル
は
、
∪
目
ω
モ
デ
ル
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
場
合

離
散
型
に
し
た
意
義
は
、
単
に
微
分
演
算
子
を
差
分
演
算
子
に
置

き
代
え
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
く
、
肉
旨
モ
デ
ル
で
は
無
視
さ
れ

た
時
間
の
遅
れ
を
明
示
的
に
考
慮
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　
仮
定
は
、
仮
定
㈹
と
ω
の
微
分
可
能
性
・
連
続
性
を
除
け
ぱ
、

肉
峯
モ
デ
ル
と
同
じ
で
あ
る
。
（
尚
、
U
｝
o
o
モ
．
デ
ル
で
一
は
、
存

続
可
能
性
は
検
討
さ
れ
な
い
の
で
仮
定
ω
と
ω
も
不
必
要
で
あ

る
。
）

　
∠
を
差
分
演
算
子
と
し
て
、
肉
峯
1
～
モ
デ
ル
に
対
応
す
る

∪
｝
ω
I
N
モ
デ
ル
を
記
述
す
れ
ば
、

　
パ
ラ
ン
ス
方
程
式

　
　
（
ω
α
）
　
」
o
H
『
－
き
1
固

　
　
（
讐
）
　
」
ぺ
H
ぺ
－
』
〈
『
〉

　
　
（
ω
o
o
）
　
」
§
H
聰
l
o

　
行
動
ル
ー
ル

　
　
（
S
）
　
」
『
1
－
㌧
、
－
十
」
“
－
N
b
ミ
邊
十
Q
M
（
o
，
1
邊
）

　
　
（
阜
o
）
　
」
、
”
」
（
ト
〈
『
〉
）
－
M
民
Q
」
、
十
q
（
、
、
1
δ

　
　
（
含
）
　
」
o
l
N
由
Q
」
§
十
Q
旧
（
s
、
－
§
）

と
な
る
。
㈱
－
則
に
お
い
て
由
H
o
と
お
き
行
動
ル
ー
ル
だ
け
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

更
し
た
の
が
∪
自
ω
I
H
モ
デ
ル
で
あ
る
が
、
㎜
モ
．
デ
ル
同
様
、

一
U
｝
ω
－
N
モ
デ
ル
を
中
心
に
分
析
を
行
う
。

　
離
散
型
の
線
型
シ
ス
テ
ム
の
安
定
性
、
規
準
も
連
続
型
と
同
様
に
、

標
準
形
に
変
形
し
た
際
の
シ
ス
テ
ム
行
列
の
固
有
値
の
性
質
に
よ

っ
て
分
類
さ
れ
る
。
（
補
論
二
参
照
）
。
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〈
補
題
二
〉

　
シ
ス
テ
ム
行
列
Q
の
固
有
値
が
す
ぺ
て
異
な
る
な
ら
ぱ
、

ω
絶
対
値
が
1
よ
り
大
き
い
固
有
値
を
一
つ
で
も
持
つ
な
ら
ぱ
、

　
シ
ス
テ
ム
は
不
安
定
で
あ
る
。

㈹
固
有
値
の
絶
対
値
が
す
べ
て
1
よ
り
小
さ
い
な
ら
ぱ
（
但
し
、

　
刊
を
含
む
）
、
シ
ス
テ
ム
は
漸
近
的
安
定
で
あ
る
。

㈹
固
有
値
の
絶
対
値
が
す
べ
て
1
よ
り
大
き
く
な
い
な
ら
ぱ
、
安

　
定
で
、
1
に
等
し
い
も
の
（
刊
は
除
く
）
が
存
在
す
る
な
ら
ぱ
、

　
漸
近
的
安
定
で
な
い
安
定
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
こ
こ
で
も
G
に
注
目
し
て
、
安
定
性
の
分
析
を
行
な
お
う
。
㈱

　
　
　
　
　
q

を
さ
ら
に
差
分
し
て
㈱
に
代
入
す
る
と
．
也
生
産
者
に
関
す
る
方
程

式
と
し
て
、

　
　
（
s
）
　
㌔
膏
（
甘
）
n
l
心
嚢
9
」
急
（
い
）
十
Q
㌔
［
急
、
－
邊
さ
）
］

を
得
る
。
こ
こ
で
、

　
　
　
　
　
、
§
（
－
）
H
」
膏
（
叶
）
1
」
膏
（
｝
I
H
）

　
　
　
　
　
　
　
　
”
膏
（
叶
十
一
）
1
～
膏
（
舳
）
十
膏
（
叶
1
－
）

を
代
入
す
れ
ば
、

　
　
（
む
）
　
膏
（
叶
十
－
）
1
1
母
（
叶
）
十
（
H
l
N
由
｛
9
）
［
急
（
肺
）

　
　
　
　
　
　
1
食
（
h
1
一
）
］
十
9
旧
［
曾
。
1
曾
（
い
ー
－
）
］

　
㈹
式
の
右
辺
第
二
項
は
、
将
来
の
在
庫
は
前
期
か
ら
今
期
の
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

庫
の
変
化
に
、
第
三
項
は
前
期
の
在
庫
と
標
準
在
庫
指
標
と
の
差

に
依
存
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
標
準
形
に
変
形
す
る
た
め
、

　
　
　
　
　
s
（
叶
）
1
－
［
膏
（
｝
1
一
）
一
膏
（
h
）
］
、

を
状
態
変
数
ベ
ク
ト
ル
と
し
、

工
⊥
十
ギ
；
こ
ー
ザ
Q
」

を
シ
ス
テ
ム
行
列
に
と
れ
ぱ
、

（
主
）

・
一
壬
一
－
茎
一
・
9
咄
一
ヒ

と
な
る
。
す
る
と
9
の
固
有
値
は
一
般
に
、

　
　
（
ま
）
　
～
H
一
－
■
“
9
片
Q
之
望
肥
－
一

で
あ
る
。

　
ま
ず
、
∪
｝
ω
－
一
モ
デ
ル
に
っ
い
て
検
討
し
ょ
う
。
由
”
o
で

あ
る
か
ら
、
ρ
の
固
有
値
は
、

　
　
（
ま
）
　
㌧
H
一
1
＋
｝
9

と
な
る
。
絶
対
値
を
と
る
と
、
9
V
o
で
あ
る
か
ら

　
　
　
　
　
亘
1
ー
ヨ
V
－

と
な
り
、
〈
補
題
二
〉
よ
り
不
安
定
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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（119）在庫調整にもとづく自律的制御メカニズムについて

〈
命
題
四
〉

∪
宙
ω
1
－

モ
デ
ル
は
、
不
安
定
で
あ
る
。

こ
の
時
、
自
さ
）
に
関
す
る
一
般
解
は
、

　
（
ミ
）
　
膏
（
叶
）
＾
§
、
十
ぎ
（
－
十
9
帖
）
、
㌔
旧
ω
ぎ
（
§
“
十
⑯
｛
）

い
い
一
、
、
、
｝
く
9
咄
一
・
。
－
§
、
一
岬
十
一
ミ
。
－
必
き
－
き
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
o
　
　
・
“

　
　
　
　
　
§
1
－
§
婁
冒
自
。
1
串
申
一
箏
H
　
Q
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
討
軋
　
　
　
　
く
－
十
Q
㌔

と
な
り
、
振
幅
が
増
加
し
て
い
く
周
期
関
数
と
な
る
こ
と
が
わ
か

る
。
安
定
性
を
有
す
る
宍
峯
－
－
モ
デ
ル
に
時
間
の
遅
れ
を
導
入

す
る
と
、
不
安
定
な
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　
U
串
ω
－
M
モ
デ
ル
に
つ
い
て
は
、
一
里
…
－
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

い
て
分
け
て
検
討
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
㈲
　
豆
一
V
一
の
ケ
ー
ス

　
固
有
値
は
二
つ
の
実
数
と
な
り
、
そ
れ
ら
を

　
　
　
㌧
H
H
－
里
9
＋
9
ヨ
し
、
H
－
1
民
問
9
1
9
く
隻
咄
1
－

と
お
く
。

　
ω
嚢
く
1
－
な
ら
ぱ
㌧
V
－
と
な
る
の
で
、
シ
ス
テ
ム
は
非
周

　
　
期
的
不
安
定
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
、
　
　
　
企
十
9
旧

　
㈲
9
〈
N
カ
つ
■
｛
V
　
　
　
ま
た
は
、
9
W
N
か
つ
嚢
V
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
企
9

　
　
な
ら
ぱ
、
㌧
、
〈
1
H
と
な
る
の
で
シ
ス
テ
ム
は
周
期
的
不
安

　
　
定
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H
＋
9
冊

　
㈹
9
〈
H
か
つ
一
く
由
申
く
　
　
　
な
ら
ぱ
◎
〈
～
〈
一
か
つ
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N
Q
｛

　
　
〈
㌧
、
〈
－
と
な
っ
て
、
シ
ス
テ
ム
は
非
周
期
的
な
漸
近
的
安

　
　
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
、
　
　
H
＋
Q
、
　
　
．
　
阜
十
Q
、

　
⇔
9
〈
－
カ
つ
　
　
　
く
■
籟
く
　
　
　
ま
た
は
、
－
帆
9
〈
N

　
　
　
　
　
　
　
　
N
9
　
　
　
　
　
杜
9

　
　
、
　
　
　
．
阜
十
9
岬

　
　
カ
つ
一
く
嚢
く
　
　
　
な
ら
ば
、
1
－
〈
㌧
〈
－
か
つ
－
－
〈

　
　
　
　
　
　
　
　
合
Q
｝

　
　
㌧
、
〈
o
、
ま
た
は
－
－
〈
㌧
、
〈
H
か
つ
1
H
〈
㌧
〈
o
と
な
っ
て
、

シ
ス
テ
ム
は
周
期
的
漸
近
的
安
定
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
以
上
の
こ
と
は
、
次
の
よ
う
に
表
わ
せ
る
犯
の
一
般
解
か
ら
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H

　
　
（
阜
o
o
）
　
急
（
い
）
u
膏
凸
十
1
b
軋
．
．
冒
、
□
、
。
1
】
S
o
㌧
1
辻
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
十
（
－
1
㌧
、
）
（
急
。
－
§
、
）
］
1
㌧
、
、
［
『
。
1
】
き
。
㌧
1
軸
㌔

　
　
　
　
　
十
（
H
l
㌧
）
（
㌔
軌
－
膏
。
）
］
｝

　
　
　
　
皇
…
ヨ

ω
　
豆
軋
一
く
H
の
ケ
ー
ス

　
こ
の
場
合
固
有
値
は
複
素
数
と
な
っ
て
、
■
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第3図 DHS－2モデルの安定領域

' (Bi=-1 ~:1~tS) 
~F J~J~~l~~:T;~~~~ 

→

　
　
㌧
1
1
一
－
民
申
Q
申
甘
｝
Q
之
H
－
b
、

と
表
わ
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
絶
対
値
は
、

　
　
一
㌧
丁
到

と
な
る
。
〈
補
題
二
〉
よ
り

　
　
　
Q
｛

　
㈱
o
〈
－
〈
望
く
H
な
ら
ぱ
亘
く
一
と
な
っ
て
、
シ
ス
テ
ム
は

　
　
　
N

　
　
減
衰
振
動
し
、
漸
近
的
安
定
と
な
る
。

　
　
　
Q
｛

　
り
o
〈
1
H
望
く
一
な
ら
ば
、
亘
1
1
一
と
な
っ
て
、
一
定
の
振

　
　
　
N

　
　
幅
で
振
動
し
、
漸
近
的
安
定
で
な
い
安
定
と
な
る
。

㈹
－
委
套
一
圭
奮
ぱ
、
亘
・
；
つ
て
振
動

　
　
は
発
散
し
、
シ
ス
テ
ム
は
不
安
定
と
な
る
。

一
吏
一
く
H
の
場
合
の
一
般
解
は
、

　
　
（
企
o
）
　
急
（
朴
）
1
1
急
、

　
　
　
　
　
　
十
（
H
－
N
史
9
＋
9
岨
）
§
ω
巨
（
盲
・
叶
十
奮
）
§
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
白
－
嚢
帖
　
　
　
　
　
　
§
o
ー
ミ

ニ
で
怠
、
1
1
顯
、
。
、
、
自
丁
§
9
吉
曽
息
一
H
凹
、
。
、
、
、
§

§
－
一
（
。
岬
梨
）
岬
一
苧
非
；
「
・
一
帖
士
一
．
、
”

と
な
り
、
㈱
－
り
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
㈲
　
盲
坐
”
H
の
ケ
ー
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
固
有
値
が
重
根
と
な
る
こ
の
ケ
ー
ス
は
、
U
｝
ω
モ
デ
ル
で
も

検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
先
の
〈
補
題
二
〉
を
直
接
適
用
で
き
な
い

の
で
、
ま
ず
一
般
解
を
求
め
れ
ば
、

　
　
（
8
）
　
膏
（
舳
）
1
1
由
膏
。
1
怠
、
十
（
－
1
9
）
、
一
［
S
（
急
、
－
息
自
）

　
　
　
　
　
　
十
§
自
1
】
逗
』
－
岨
㌔
量
（
丁
9
）
一
ま
“
、
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
由
H
一
）

　
　
（
胃
）
　
膏
（
叶
）
”
｛
膏
。
1
§
、
十
（
H
＋
9
）
．
、
［
9
（
膏
。
1
急
、
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
十
『
㌔
1
】
き
o
㌧
－
＆
o
］
ユ
（
H
＋
9
）
一
十
§
、
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
旨
1
1
1
H
）

と
な
る
。
よ
っ
て
、

　
㈱
b
“
－
H
な
ら
ぱ
、
シ
ス
テ
ム
は
非
周
期
的
不
安
定
。
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（121）　在庫調整にもとづく自偉的制御メカニズムについて

ω
、
H
H
か
つ
o
〈
Q
〈
H
な
ら
ぱ
、
非
周
期
的
漸
近
的
安
定
。

㈱
由
1
－
－
か
つ
H
〈
Q
〈
N
な
ら
ぱ
、
周
期
的
漸
近
的
安
定
。
■

ω
饒
H
H
か
つ
Q
v
N
な
ら
ぱ
、
周
期
的
不
安
定
。

㈲
■
1
1
Q
■
H
な
ら
ぱ
、
膏
（
叶
）
1
膏
、
と
な
り
一
種
の
定
常
状
態

　
と
な
る
（
漸
近
的
安
定
で
な
い
安
定
）
。

以
上
ω
1
働
を
領
域
で
示
せ
ば
第
3
図
に
な
る
。

　
こ
れ
よ
り
次
の
命
題
を
得
る
。

　
〈
命
題
五
〉

　
時
間
的
遅
れ
を
伴
う
∪
｝
o
o
－
N
モ
デ
ル
に
お
い
て
も
適
当
な

バ
ラ
メ
ー
タ
を
選
ぺ
ぱ
、
シ
ス
テ
ム
は
安
定
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
　
　
　
H
＋
Q
㌔
　
　
　
　
　
9

　
　
－
帆
由
申
く
　
　
　
　
糾
汁
薫
o
〈
－
帆
由
申
く
H

　
　
　
　
　
　
阜
9
　
　
　
　
　
　
　
　
M

な
ら
ぱ
シ
ス
テ
ム
は
安
定
と
な
る
。

ま
と
め
に
代
え
て

　
以
上
、
自
偉
的
制
御
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
二
つ
の
モ
デ
ル
の

解
析
的
分
析
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
抽
象
度
の
高
い
モ
デ
ル

に
お
け
る
、
＞
向
で
提
起
さ
れ
た
自
偉
的
機
能
の
安
定
性
に
つ
い

て
は
、
厳
密
に
論
証
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
現
実
度
を
少
し
で
も
高
め
よ
う
と
す
れ
ぱ
残

さ
れ
た
間
題
は
多
い
。
そ
の
第
一
は
、
自
偉
的
制
御
は
、
技
術
革

新
を
も
誘
導
し
う
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
こ
で
い

わ
れ
た
の
は
、
外
延
的
成
長
の
保
証
で
あ
っ
て
、
内
包
的
成
長
を

導
く
よ
う
な
機
能
に
つ
い
て
は
未
知
の
問
題
で
あ
る
。
第
二
は
、

稀
少
な
外
部
資
源
が
存
在
す
る
場
合
、
実
物
域
は
自
律
的
に
制
御

さ
れ
う
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
第
三
は
、
自
律
的
制

御
は
ど
の
程
度
効
率
的
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
以
上
の
問
題
の
他
に
、
自
偉
的
制
御
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
他
の
制
御

メ
カ
ニ
ズ
ム
、
た
と
え
ぱ
価
椿
メ
カ
ニ
，
㌃
ム
や
指
令
メ
カ
ニ
ズ
ム

或
い
は
、
そ
れ
ら
の
中
間
的
形
態
等
々
と
の
関
連
を
明
確
に
し
、

そ
れ
ら
の
多
段
階
的
複
合
的
制
御
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
研
究
す
る
と
い

う
課
題
は
＞
■
で
強
調
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
点
は
今
後
に
残
さ

れ
た
ヨ
リ
大
き
な
間
題
と
い
え
よ
う
。

　
　
〈
参
考
文
献
〉

〔
1
〕
　
穴
o
『
H
邑
－
－
」
ミ
｛
－
向
｛
ミ
ミ
㌻
ミ
ミ
§
1
岩
昌
穿
－
国
o
－
す
目
早
－
旧
〉
‘

〔
2
〕
肉
。
・
畠
こ
－
ξ
ぎ
蜆
由
、
ぎ
8
旨
昌
；
雲
貫
ぎ
一
お
9
衰

　
向
8
目
o
昌
δ
ω
く
黒
o
昌
．
、
、
8
ミ
o
§
ミ
こ
§
．
＜
o
－
ξ
’

〔
3
〕
　
穴
o
冒
顯
こ
－
書
彗
ε
㎝
．
ω
（
a
－
）
≧
§
、
ミ
S
O
§
ミ
o
卜
之
o
ユ
ー
－
・
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一橋論叢 第90巻 第2号（122）

　
匡
O
昌
顯
目
〇
一
　
－
O
O
O
H
■

〔
4
〕
H
豪
書
一
＞
一
『
ぎ
ミ
雨
§
§
サ
§
く
向
8
§
§
㌻
身
冬
§

　
＝
o
ぎ
o
冒
彗
；
－
5
㎞
ω
一

〔
5
〕
　
コ
ル
ナ
イ
『
反
均
衡
の
経
済
学
』
（
岩
城
訳
）
日
本
経
済
新
聞

　
社
、
一
九
七
五
年
。

〔
6
〕
　
久
保
庭
真
彰
「
計
画
化
と
自
律
性
」
『
経
済
評
論
』
一
九
七
四

　
年
四
月
。

〔
7
〕
　
　
　
　
「
社
会
主
義
経
済
の
動
単
的
多
部
門
モ
デ
ル
」
『
経
済

　
研
究
』
第
三
十
三
巻
一
号
、
一
九
八
二
年
一
月
。

〔
8
〕
　
久
保
庭
編
訳
「
コ
ル
ナ
イ
・
マ
ル
ト
シ
ュ
編
『
非
価
格
制
御
』
」
、

　
『
統
計
研
究
参
考
資
料
』
法
政
大
挙
目
本
統
計
研
究
所
、
一
九
八
二

　
年
十
一
月
。

〈
補
論
一
〉
フ
ィ
ー
ド
パ
ヅ
ク
制
御
と
標
準
形

　
H
フ
ィ
ー
ド
バ
ヅ
ク
制
御

　
制
御
と
は
一
般
に
、
あ
る
目
的
に
適
合
す
る
よ
う
に
対
象
と
な

っ
て
い
る
も
の
に
所
要
の
操
作
を
加
え
る
こ
と
で
あ
る
と
定
義
さ

れ
る
。
制
御
さ
れ
る
対
象
を
制
御
対
象
、
制
御
を
行
う
も
の
を
制

御
装
置
と
い
う
。
制
御
対
象
に
属
す
る
量
の
う
ち
で
制
御
さ
れ
る

量
を
制
御
変
量
と
い
い
、
制
御
の
目
的
値
を
示
し
、
制
御
装
置
に

伝
え
ら
れ
る
信
号
を
目
的
信
号
、
制
御
装
置
か
ら
制
御
対
象
に
加

え
ら
れ
る
信
号
を
操
作
信
号
と
い
う
。
ま
た
、
制
御
対
象
は
、
そ

の
環
境
か
ら
も
通
常
は
影
響
を
受
け
る
が
、
こ
れ
を
外
部
効
果
と

い
う
。

　
制
御
対
象
の
多
く
に
お
い
て
は
、
制
御
変
量
に
関
す
る
情
報
が

集
め
ら
れ
、
そ
の
情
報
が
再
び
制
御
装
置
に
加
え
ら
れ
、
目
標
信

号
と
と
も
に
操
作
信
号
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
こ
れ
が
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
制
御
と
呼
ぱ
れ
る
も
の
で
、
第
4
図
か
そ
の
図
式
化
で

あ
る
。

　
⇔
制
御
の
標
準
形

　
単
純
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ヅ
ク
制
御
を
数
学
的
に
記
述
す
る
た
め
、

次
の
よ
う
に
記
号
を
定
義
し
よ
う
。

　
”
…
制
御
変
量
ベ
ク
ト
ル
　
型
…
検
出
信
号
ぺ
　
。
ク
ト
ル
　
。
宰
：

　
目
標
信
号
ベ
ク
ト
ル
　
也
：
・
操
作
信
号
ベ
ク
ト
ル
　
2
…
外
部

　
効
果
ベ
ク
ト
ル

　
シ
ス
テ
ム
は
線
形
で
、
検
出
信
号
は
外
部
効
果
に
影
響
さ
れ
る

こ
と
は
な
く
”
に
比
例
す
る
と
仮
定
す
る
。
制
御
装
置
に
入
カ
さ

れ
る
信
号
は
制
御
動
作
信
号
と
呼
ぱ
れ
る
が
、
そ
れ
は
博
．
1
唱
に

他
な
ら
な
い
。

　
ま
ず
、
連
続
時
間
型
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ヅ
ク
制
御
の
標
準
的
状
態

空
間
表
示
を
記
述
し
よ
う
。
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（ユ23）　在庫調整にもとづく自律的制御メカニズムについて

制
御
対
象
の
方
程
式
は
、

　
（
竃
）
　
～
”
Q
目
十
き
十
5

測
定
方
程
式
は
、

　
（
3
）
畦
1
－
§

制
御
装
置
の
方
程
式
は
、

　
（
睾
）
　
e
”
き
十
肉
（
畦
。
1
喧
）
十
き

第4図 フイード’｛ツク篭リ御

~+~~~h;~< (~~~~~~~c) 

　　　　　動作制御信号
目標信号ゴ　　”一ゴ

（標準在庫指標グ） （ロー〆）

制御装置操作信号制御対象制御変量■
繍プロセス（生産7）実物プ日セス

検出部
出力信号”

（在庫口〕

で
あ
る
。
さ
て
、
［
嘗
、
ら
、
］
、
を
ひ
と
つ
の
状
態
ペ
ク
ト
ル
、
［
。
。
、
ら
。
］

を
入
カ
ベ
ク
ト
ル
と
お
け
ぱ
、

一
午
一
ー
ギ
い
一
三
・
只
い
一
一
㍉
一

と
書
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
改
め
て
、
曽
1
1
［
s
、
し
、
］
、
一
皇
“

［
“
、
一
㌣
、
］
、下
一
ー
ギ
凸
〒
只
O

と
お
け
ぱ
、
連
続
型
の
線
型
の
制
御
シ
ス
テ
ム
の
状
態
空
間
表
示

は
、

　
　
（
3
）
　
甘
1
1
ま
十
■
ミ

と
表
わ
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
次
に
離
散
時
間
型
の
場
含
を
示
そ
う
。

勉
を
単
純
に
差
分
方
程
式
に
直
す
と
、

　
　
（
ま
）
　
』
自
（
｝
）
1
1
Q
s
（
叶
）
十
き
（
“
）
十
“
（
甘
）

　
で
あ
る
が
、
亭
（
い
）
H
曽
（
舳
十
H
）
1
曽
（
叶
）
を
代
入
し
て

　
　
（
害
）
　
s
（
叶
十
一
）
1
1
（
b
＋
Q
）
亀
（
叶
）
十
き
（
舳
）
十
5
（
叶
）

と
な
る
。
こ
こ
で
q
1
－
b
＋
Q
と
お
き
、
に
つ
い
て
も
同
様
に

す
る
と
制
御
対
象
、
測
定
、
制
御
装
置
の
方
程
式
は
そ
れ
ぞ
れ
、

　
　
（
血
o
o
）
　
§
（
叶
十
一
）
H
Ω
曽
（
い
）
十
ま
（
い
）
十
5
（
舳
）
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一橋論叢 第90巻 第2号（124）

　
　
（
S
）
　
螢
（
叶
）
1
1
§
（
h
）

　
　
（
α
o
）
　
e
（
い
十
H
）
“
、
（
叶
）
十
宍
～
、
（
｝
）
1
噂
（
い
）
－
十
き
（
“
）

と
な
る
。
こ
こ
で

工
1
い
二

　
と
お
き
、
改
め
て
s
（
“
）
1
1
［
曽
（
“
）
、
し
（
吊
）
、
］
、
一
皇
（
“
）
1
1
［
“
（
“
）
、
一

畦
冊
（
甘
）
、
］
、
と
定
義
す
れ
ぱ
、
離
散
型
の
状
態
空
間
表
示
は
、

　
　
（
賢
）
　
台
（
叶
十
H
）
1
1
め
s
（
－
）
十
由
§
（
叶
）

　
と
表
わ
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
制
御
の
動
態
は
、
微
分
方
程
式
㈲
或
い
は
、
差
分
方
程
式
㈹
に

よ
っ
て
記
述
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
〈
補
論
二
〉
安
定
性
の
条
件

　
シ
ス
テ
ム
の
状
態
は
、
㈲
或
い
は
㈹
で
記
述
さ
れ
る
が
、
そ
こ

に
お
い
て
§
H
o
と
お
く
と
同
次
微
分
（
差
分
）
方
程
式

　
　
（
S
）
　
～
1
ー
き

　
　
（
3
）
　
亀
（
－
十
H
）
H
o
昌
（
叶
）

が
得
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
解
で
、
初
期
条
件
8
（
o
）
“
㌔
を
満
た

す
も
の
を
基
本
解
と
い
う
。

徴
分
雇
式
㈲
の
一
般
解
を
求
め
る
ポ
め
に
、
両
辺
に
蓼
因

数
①
岩
（
－
実
）
を
か
け
て
整
理
す
れ
ぱ
、

　
　
買
勺
（
ー
ミ
）
時
1
、
實
勺
（
－
、
“
）
自
1
1
婁
勺
（
－
実
）
旨
§
（
肺
）

　
こ
こ
で
、
行
列
関
数
①
岩
（
ま
）
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
（
ま
）
咄

　
　
Φ
老
（
ミ
）
1
－
b
＋
－
十
　
　
十
…
…
・
：

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
　
　
　
ビ

　
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
左
辺
が
要
只
－
津
）
曽
の
微
分
し
た
も

の
で
あ
る
か
ら
、
両
辺
を
0
か
ら
f
ま
で
積
分
す
れ
ぱ
、

　
　
喜
一
－
書
一
一
一
一
工
∴
、
負
去
一
琴
一
寺

　
　
婁
干
書
↓
。
∴
。
呉
－
・
童
一
章

　
　
一
s
工
負
暑
目
・
ト
、
星
き
－
妾
・
葦
．

　
こ
れ
が
一
般
解
と
な
る
。
す
る
と
、
基
本
解
を
伽
で
表
わ
せ
ぱ
、

　
　
（
a
）
　
ぎ
”
異
只
ミ
）
㌔

　
と
な
る
。
p
を
さ
×
茗
行
列
で
冊
個
の
異
な
る
固
有
値
を
も
つ

と
仮
定
し
、
そ
れ
ら
を
ぎ
苧
：
計
で
表
わ
し
、
さ
ら
に
そ
れ
ら

を
成
分
に
も
つ
対
角
行
列
を
」
と
お
け
ば
、

　
、
”
s
l
一
」
『

　
と
な
る
T
が
存
在
す
る
。
（
ド
．
一
は
ぎ
苧
：
タ
に
対
応
す
る
固

有
ベ
ク
ト
ル
を
並
べ
た
も
の
。
）
す
る
と
、
乳
只
き
）
は
、
次
の
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（125）在座調整にもとづく自律的制御メカニズムにっいて

よ
う
に
変
形
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畠

　
　
。
老
（
実
）
H
『
．
、
異
只
き
）
ド
ー
1
】
耐
、
、
、
ド
，
、
薫
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
■
－

　
こ
こ
で
b
㌧
1
1
『
．
“
、
、
“
ド
と
お
け
ぱ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畠

　
　
（
9
）
　
o
肖
勺
（
、
い
）
1
－
】
⑮
く
b
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧
1
－
－

　
と
な
る
。
㈱
の
右
辺
の
各
項
の
㌧
、
一
ミ
を
検
討
し
よ
う
。
ん

は
、
一
般
に
複
素
数
で
あ
り
、
か
つ
〃
が
固
有
値
な
ら
ぱ
、
そ
の

共
役
な
複
素
裁
乃
も
固
有
値
で
、
そ
れ
ら
の
固
有
ベ
ク
ト
ル
も
共

役
の
関
係
に
あ
る
か
ら
、

　
　
（
彗
）
　
雨
き
b
＋
⑯
き
b

　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H

　
　
　
　
　
　
1
1
｝
、
画
、
、
、
、
、
（
‡
意
）
十
、
、
。
．
由
、
、
、
（
†
意
）

　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
”
｝
血
甘
、
［
一
（
。
。
、
き
士
（
蜆
一
ヨ
§
一
（
†
意
）

　
　
　
　
　
　
　
十
｛
8
ω
§
－
由
（
ω
，
§
）
｝
（
怠
－
意
）
］

　
　
　
　
　
　
1
1
⑯
。
、
｛
（
8
ω
§
）
息
－
（
ω
巨
§
）
き

　
と
変
形
す
る
こ
と
が
で
き
、
－
複
素
固
有
値
を
も
つ
場
合
も
実
数

の
形
式
で
解
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
餉
式

右
辺
第
二
項
も
㈱
と
同
様
な
形
に
な
る
の
で
、
一
般
解
の
分
析
は

基
本
解
の
分
析
に
帰
着
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
式
の
行
列
φ
の
任
意
の
要
素
を
α
、
そ
れ
に
対
応
す
る
ψ
の
要

素
を
β
と
お
け
ぱ
、

　
　
（
竃
）
　
良
8
眈
ミ
ー
b
ω
弐
§
H
『
8
ω
（
ミ
ー
“
）

．
一
六
が

　
と
な
る
。
㈹
と
㈱
に
よ
り
、
㈱
式
の
各
項
の
動
き
に
つ
い
て
、

固
有
値
の
性
質
に
応
じ
て
次
の
六
つ
の
ケ
ー
ス
に
分
類
で
き
る
。

　
①
λ
が
正
の
実
数
の
場
合
。
㌧
、
は
“
レ
8
の
時
、
単
調
に
増

　
　
加
す
る
。

　
②
λ
が
負
の
実
数
の
場
合
。
Φ
、
一
は
叶
↓
8
の
時
＾
単
調
に
減

　
　
少
す
る
。

　
⑧
㌧
”
o
の
場
合
。
①
、
。
H
H
で
定
数
項
と
な
る
。
p
が
特
異
の

　
時
、
こ
の
ケ
ー
ス
が
生
じ
る
が
こ
こ
で
は
除
外
す
る
。

　
④
1
と
．
2
が
正
の
実
部
を
も
つ
複
素
数
の
場
合
。
匝
豊
は
朴
↓
8

　
　
の
と
き
単
調
増
加
し
、
㈱
で
表
わ
さ
れ
る
第
二
項
と
あ
わ
せ

　
　
れ
ぱ
、
㈲
は
振
幅
が
無
限
に
増
加
レ
て
い
く
周
期
的
な
振
動

　
を
示
す
。

⑤
2
と
．
λ
が
負
の
実
部
を
も
つ
複
素
数
の
場
合
。
㌧
、
は
振
幅

　
が
0
に
近
づ
い
て
い
く
周
期
的
な
振
動
。
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⑥
λ
と
一
2
が
純
虚
根
の
場
合
。
Φ
H
o
よ
り
㌦
、
1
1
一
と
な
り
㈱

　
　
は
振
幅
が
一
定
の
周
期
的
な
振
動
。

　
こ
れ
に
よ
り
行
列
p
の
固
有
値
が
す
べ
て
異
な
る
場
合
の
安
定

性
の
規
準
は
〈
補
題
一
〉
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
離
散
型
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
㈹
の
一
般
解

と
基
本
解
を
求
め
る
と
、
㈹
式
の
両
辺
に
①
1
、
．
．
を
か
け
て
整
理

す
れ
ば
、

　
　
Φ
．
。
．
、
s
（
吊
十
H
）
1
め
．
，
自
（
叶
）
1
1
め
、
。
、
オ
虞
（
叶
）

■
1
I
o
か
ら
叶
l
H
ま
で
と
っ
て
両
辺
の
和
を
と
れ
ぱ
、

　
　
〒
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
1
－

　
　
】
δ
．
、
、
、
曽
（
吋
十
H
）
－
⑥
1
。
曽
（
『
）
一
n
】
め
．
、
1
、
由
§
（
↓
）

　
　
一
1
－
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
1
1
o

右
辺
を
計
算
す
る
と
、
二
つ
の
項
だ
け
残
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
－

　
　
　
　
　
め
ー
，
曽
（
い
）
1
自
、
…
】
の
．
、
．
、
鶉
皇
（
吋
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
1
－
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
1
一

　
　
（
＄
）
　
ε
（
甘
）
”
幻
、
萬
。
十
】
む
，
1
，
、
、
氏
富
（
『
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
”
目

ま
た
、
基
本
解
は
、

　
　
（
N
o
）
　
ぎ
（
叶
）
H
め
，
㌔

Q
を
先
と
同
様
に
、
犯
個
の
異
な
る
固
有
値
を
も
つ
と
仮
定
し
て

ス
ペ
ク
ト
ル
分
解
す
れ
ぱ
、

　
　
　
　
　
　
　
＾

　
　
（
ご
）
　
め
，
1
1
】
さ
、
b
㌧

　
　
　
　
　
　
』
■
－

ぎ
を
極
座
標
形
式
に
か
け
れ
ば
、
ド
・
モ
ア
ー
ブ
ル
の
公
式
よ
り

　
　
（
鳶
）
　
さ
，
”
～
、
（
8
蜆
ミ
h
＋
サ
巨
s
も

　
　
　
但
し
　
8
⊥
ζ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
§
ξ

　
　
　
　
　
さ
1
1
凹
、
。
片
里
目
§
ξ

　
と
な
る
。
共
役
な
複
素
数
を
も
つ
項
の
和
は
、

　
　
＼
b
＋
、
b
l
I
～
。
｛
（
8
岨
ミ
）
息
1
（
㎝
巨
ミ
）
S

と
い
う
よ
う
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
㈲
の
右
辺
の
〕
の
中
も
㈱

と
同
様
に
『
8
ω
（
§
ー
も
）
と
表
わ
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
る
と
、

先
と
同
様
に
し
て
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
。
，

　
①
㌧
が
実
数
で
㌧
V
一
の
場
合
。
朴
↓
8
の
時
㌧
。
は
単
調
に
増

　
　
加
す
る
。

　
②
㌧
が
実
数
で
㌧
〈
1
－
の
場
合
。
い
↓
8
の
時
㌧
，
は
符
号
を

　
　
交
替
さ
せ
な
が
ら
絶
対
値
は
単
調
に
増
加
す
る
。

　
⑧
㌧
が
実
数
で
－
H
〈
㌧
〈
－
の
場
合
。
“
↓
8
の
時
㌧
。
は
o

　
　
に
収
束
す
る
。

　
④
㌧
1
－
一
の
時
、
ξ
。
刊
一
で
定
数
項
と
な
る
。

　
⑤
㌧
1
－
－
一
の
時
、
ξ
、
は
交
互
に
↓
と
ユ
に
な
る
。

㎜



⑥
』
と
～
が
共
役
な
複
素
数
の
場
合
、
胸
は
周
期
的
に
振
動
し
、

　
そ
の
振
幅
は
根
の
絶
対
値
が
1
よ
り
大
な
ら
ぱ
、
単
調
増
加
。

　
1
よ
り
小
な
ら
ぱ
減
少
。
1
と
等
し
け
れ
ぱ
一
定
で
あ
る
。

　
以
上
よ
り
、
離
散
型
の
安
定
性
規
準
に
関
す
る
〈
補
題
二
〉
が

得
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
大
学
院
博
士
課
程
）

（127）　在庫調整にもとづく自律的制御メカニズムについて
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